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ＮＰＯ法人食の安全と安心を科学する会（SFSS)  

山崎 毅  

Takeshi Dr.K Yamasaki, DVM, Ph.D. 

メディア／食品事業者むけ教育セミナー 

食の安全と安心フォーラムXII －SFSS創立5周年特別企画－ 

2016年2月14日（Sun） 
東京大学農学部 中島董一郎記念ホール 

食のリスクの真実を議論する 
 ～消費者と専門家のリスク認識のギャップについて～ 

健康食品／サプリメントのリスク 
～「機能性表示食品」の課題とともに～ 

食品安全委員会ホームページ： 『「健康食品」に関する情報』 
平成２７年１２月８日 https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.html 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

The Dose Makes Poison 
（毒か安全かは量で決まる） 
 
 ～パラケルスス（1533）～ 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kiban/chosa_tokei/zenbun/26houkokusyo-zenbun.files/08.pdf 

平成26年度東京都福祉保健基礎調査 

          「都民の健康と医療に関する実態と意識」 
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食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/hokenkinou/houreituuti.html 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

サプリメントに関しては医薬品に準ずる
ＧＭＰ基準を義務化すること。 
健康食品の安全性は製造・品質管理基
準に依存する！ 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

↑ ↑ ↑ ↑ 
おそらくこれが最も大きな 
健康食品のリスクです！ 
⇒寿命を短くした方が多いはず 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 

甘い言葉にだまされるな・・ 
ということでしょうか 

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』 
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf 
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http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/hyouka/files/26/hyouka3/shiryo3.pdf

東京都第２回「健康食品」による健康被害事例専門委員会
からの報告 （平成26年度）

症状・異常所見等で最も多かったものは
「発疹・発赤・掻痒」の91名で、全体の
31.5％を占めている。次いで「肝機能障
害・肝機能検査値異常」が38 名（13.1％）、
「胃痛・胃部不快感・吐き気」が30 名
（10.4％）であった。

平成18年7月1日から平成26 年11 月30 日までの8年間で、東京都内の
医師会、薬剤師会が収集したのべ308事例（251人）の集計結果

なお、症状・異常所見と製品との因果関
係については、疑わしいものとして情報
提供を受けたものであるが、確定された
事例はなかった。
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摂取量と副作用発現量の距離感のイメージ 

健康食品は効果がマイルドな分、 
摂取量と副作用発現量の距離が遠い 
⇒ 副作用が発現しにくい 

・SFSS理事長雑感2015年12月
 http://www.nposfss.com/blog/healthfood.html

食品安全委員会： 『「健康食品」についての19のメッセージ』
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf

だから食品事業者から自主的に安全性／
機能性情報を開示させるのが・・ 

   機能性表示食品制度 

いわゆる健康食品が機能性表示食品に
格上げするとなぜ医療費抑制になるのか

ビルベリー ビルベリー 

いわゆる健康食品

毎日クッキリ・明るい毎日 
ビルベリーエキスがたっぷり４０ｍｇ 

芸能人の〇〇が絶賛 

機能性表示食品
届出番号：A199

Effective？⇒Questionable

眼精疲労を緩和：査読つき臨床論文あり 
ビルベリーエキス１６０ｍｇ 
ＧＭＰ基準施設にて製造 

Possibly Effective

Possibly

Effective

国内における健康食品（健康訴求食品）
の市場規模予測

(億円）

Possibly

Effective

Questionable

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kiban/chosa_tokei/zenbun/26houkokusyo-zenbun.files/08.pdf

東京都福祉保健局 平成26年度アンケート調査（6403人）
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機能性表示食品の臨床効果はどの程度？

ビルベリー 
ビルベリー 

機能性表示食品
届出番号：A199

査読つき臨床論文1報のみ 
RCT 眼精疲労緩和 
（4週目のみ有意差） 

要指導医薬品
に格上げすべき？

Possibly Effective

査読つき臨床論文多数 
メタ分析 眼精疲労緩和、白内障に効果 

（2週、4週、6週で有意差） 
副作用に要注意 

Effective ⇒ Efficacy
http://www.him-news.com/news/view/1922

「消費者団体市民団体などによるご指摘自体は、ガイドラインに遵守している
かどうかのチェック機構として必要だと思います。ただ、そのやり方は十分に
慎重であるべきで、食品機能性の科学的真実は非常に微妙かつ曖昧なとこ
ろにあるのですから、そこのエビデンスに対する指摘は寛容にとどめてほし
いところです。その指摘に応えられるよう企業は努力すればよいわけですし、
それにも増して重要なのは、ＧＭＰなど製造管理・品質管理がしっかりなされ
た商品を消費者に提供していくこと。そうした安全性の確保にこそより厳しい
態度で臨む必要があると思います」

主催： ＮＰＯ法人食の安全と安心を科学する会（SFSS)

後援： 東京大学大学院農学生命科学研究科附属食の安全研究センター

協賛： 株式会社明治、日本ハム株式会社、キリン株式会社、サッポロビール株式会社

賛助会員： 株式会社ＯＳＧコーポレーション、メロディアン株式会社、株式会社５５１蓬莱、
         旭松食品株式会社、キユーピー株式会社、カルビー株式会社

2016年2月14日（Sun）
東京大学農学部 中島董一郎記念ホール

http://www.nposfss.com/

食の安全と安心
と検索してください




